











































































































A-1-0.3 0.3 151.8 107.9
A-1-1.5 1.5 150.3 106.8
A-1-3.0 3.0 152.3 108.2
A-2-1.5 1.5 31.7 137.9 155.5 112.8
A-3-1.5 1.5 0.0 136.8 160.0 117.0
61.3 140.7
片持ち梁形式の載荷実験結果
①載荷実験によるノックオフ部材の破断荷重制御特性を解明する
②部材のノックオフによる橋梁の免震・制震系への移行が橋梁に及ぼす影
響を解明する
③ノックオフ部材設置による橋梁の耐震性向上効果を検討する
研究目的
そこで，上部構造の移動を制限する耐震機能部材を強地震時にノックオフ
（破断させ，機能を失わせる）させれば，移動制限が解放され，橋梁の免震・
制震挙動を確実に保証することができます．(文献1)参照)
弱地震
強地震
